
 事業番号 

報償費
旅費

委託料
7,852,000負担金、補助及び交付金 8,723,000 7,851,500

需用費

750

0.1

8,723,000

7,852,000 7,852,000

7,852,000 7,852,000

7,852,000 7,852,000

事業費

事業費の
財源内訳

8,723,000 7,851,500

役務費

7,851,500

地方債

その他（使用料、工事費等）

国・県からの補助金等

①合計

社団法人津山市観光協会・加茂町観光協会・阿波観光協会・勝北観光協会

津山市観光協会は、津山市で一番の観光名所である鶴山公園・衆楽園の指定管理者とな
り、津山市での貴重な観光資源の管理を受け持っている。また「津山観光センター」、「津山
駅前観光案内所」において津山市の観光の窓口として観光客におもてなしの心を持って接
し、長年の経験と知識に基づいた観光案内を行っている。それ以外にも各種観光イベントに
関わっており、津山市の観光振興には欠かせない存在となっている。　その他地域観光情
報発信は必要不可欠である

事業内容
（手段、手
　法など）

津山市観光協会：観光客誘客対策事業、観光客受入対策事業、観光振興事業、観光イ
ベント行事共催・後援

加茂町観光協会：インフォメーションセンターでの観光情報発信、黒木キャンプ場予約受
付

阿波観光協会：地域の観光事業の振興と観光文化の向上を図るため、観光資源の開発、
調査、啓発及び特産品の宣伝

勝北観光協会：ウッドパーク声ヶ乢、広戸仙登山などの観光PRや黒媛うどんなど特産品
の紹介を事務所ラーデンパルク、ふるさとまつりで行っている

事 業 の
必 要 性

実施主体・委託先等 　社団法人津山市観光協会・加茂町観光協会・阿波観光協会・勝北観光協会

□ その他■ 補助金□指定管理□ 委託□ 直接実施

津山市補助金等交付規則
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報酬（嘱託・臨時職員含む）
賃金

　開始年度：　昭和30年度　　　　終了年度：未定

　産業振興と雇用の創出　→　特性を活かした観光の振興　→　観光の振興総合計画での位置付け

事業シート（概要説明書）

事業年度

実 施 方 法

担当部名

担当課名
事 業 名 観光協会補助金

根拠法令等

産業経済部

観光振興課

Ｈ22決算 Ｈ23予算

津山市の観光に関する事業を専門に行う団体の育成・強化のため

（円）

目　的
（何のために）

事

業

概

要

対　象
（誰・何を
　対象に）

Ｈ21決算Ｈ20決算

7,852,000

人件費
（正規職員）

従事者数（平均給与750万円換算）

8,723,000

750

0.1

扶助費

②概算人件費 750

0.1

総事業費（①＋②） 7,852,750

0.1

合計

その他（広告収入等）
一般財源 7,851,500

7,852,750

750

8,723,750 7,852,250



 事業番号 

　加茂町観光協会

　阿波観光協会

　勝北観光協会

225,000

1,442,000特記事項
（事業の沿革等）
（他都市との比較

等）

加茂の朝市補助、加茂谷まつり補助、

勝北観光協会： ラーデンパルク運営補助、峠の茶屋観光案内所業務委託

加茂町観光協会：

　原案づくりを行っているところである。

Ｈ22決算

1,382,000

補助金（一般財源）

　津山市観光協会

1,298,000

203,000

1,244,000

5,107,000

1,298,000

202,500

1,244,000

黒木ダム湖畔草刈受託、黒木キャンプ場運営管理

Ｈ21決算Ｈ20決算

5,674,000 5,107,000

1,298,000

203,000

1,244,000

Ｈ23予算

5,107,000

8

事業シート（概要説明書）

単位

人

Ｈ22年度実績

585，000人

Ｈ23年度見込

640，000人

活　動　指　標　名

市内観光客数

Ｈ21年度実績

自己評価

津山ブランドの発信・きめ細かい観光メニューや新しい観光資源の開発を進め、積極的
な情報発信を行うため、その一翼を担う観光協会の一元化を図り、機能を効率的かつ
強化していく。

H21年度から観光協会一元化に向けた協議を開催している。
H23年度中に一元化後の観光協会の体制・事業等のたたき台を作成する予定で協議
中。

観光振興を効率的に進めるために、早期に観光協会を統合し、機能を強化していく。
さらには市町村の枠組みを越えた広域観光を志向していきたい。

今後の事業
の方向性
（課題・改善
計画等）

事
業
の
自
己
評
価

H25年度から統合された観光協会でスタートする意欲を持っているが、各観光協会の判断
は、これからの協議内容による。

　□拡大・充実　　□現状のまま継続　　□効率化又は改善が必要　　■統合・縮小　　□廃止

事業目的の
達成状況

目指す成果
（今後どのように
したいか）

　一元化に向けて協議中であるが、課題の抽出や一元化後の事業・体制についての

632，000人

単位当りコスト

事業目的達成の
ための活動指標


